
さくら丸

名 船  発  掘 〈汽船〉

〈主要目)義 勇艦 (客船)、帝国海事協会 (現在の日本海事協会)所

有、3,205総トン、垂線間長1021m、 幅131m、 主機蒸気タービン3

基、 3軸 、出力91000馬力、最高速力214ノ ット、旅害定員368名、

1908年三菱長崎造船所建造

関釜連絡船になった軍艦型高速客船

三菱長崎造船所で完成直後のショット。後方の 2本 煙突の船は 「地洋丸J

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

・
フ
リ

ー
ト

日
本
の
船
舶
史
■
、
共
勇
肝

「
さ
く
ら
丸
」
ぐ
ら

い
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
面
白

い
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
，

義
勇
艦
と

い
う
の
は
、
長
勇
惟
隊
す
な
わ
ち
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
　
フ
リ
ー
ト
に
所
属
す
る
船

の
こ
と
で
、

義
捐
金
を
公
募
し
て
建
造
し
維
持
さ
れ
る
の
で
、
こ

の
名
が
あ
る
。
本
職
は
商
仲
だ
が
、
有
事
の
際
に
は

特
設
巡
洋
脆
な
ど
に
早
変
わ
り
す
る
．
し
た
が

っ
て

高
速
船
が
多

い
の
が
特
長
だ
。

義
勇
慌
隊
で
有
名
な
の
は
、
露
土
戦
争
の
と
き
に

設
立
さ
れ
た
市
政

ロ
シ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
　
フ
リ

ー
ト
で
あ
る
．
明
治
中
期
に
は
十
牧
隻
の
有
力
な
汽

船
を
解
し
、
オ
デ
ッ
サ
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
結
ぶ

極
束
航
路
を
准
宮
し
た
。
行
港
地
に
は
長
時
が
入

っ

て
い
た
の
で
、
日
本
人
は
そ
の
推
姿
を
日
の
「
た
り

に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
ロ
シ
ア
義
勇
陥
祥
は

日
露
戦
争
で
大
活
躍
を
し
た
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

い
て
、
日
本
人
は
強

い
街
撃
を
受
け
た
は
ず
だ
．

日
本
版
の
義
勇
冊
建
道
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
日

解
戦
争

の
具

っ
最
中
．
国
民
の
士
気
が
最
も
高
揚
し

て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ロ
シ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
　
フ
リ
ー
ト
の
性
問
が
あ

っ
た
。

と
に
か
く
、
円
百
卜
五
万
円
と
い
う
大
金
が
集
ま

っ
た
。
計
画
を
進
め
る
帝
Ｈ
ル
守
協
会
は
日
解
戦
争

後
、
ほ
ほ
同
型
の
二
隻
の
義
勇
晰
を
〓
菱
長
崎
造
船

所
に
発
と
し
た
。
そ
の
第

一
船
が

「
さ
く
ら
九
」
、
第
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二
船
が

「う
め
が
香
九
」
で
あ
る
。

同
じ
時
期
に
長
崎
で
誕
生
し
た
空
前
の
大
型
一民
華

客
船

「天
洋
九
」
の
船
価
が
約
四
百
万
円
で
あ

っ
た

こ
と
か
ら
み
て
、
四
百
十
五
万
円
の
資
金
は
、
二
船

建
造
に
十
分
な
金
額
で
あ

っ
た
ろ
う
。

メ
カ

ニ
ズ

ム
は
軍
艦

に
近

い

「
さ
く
ら
丸
」
は
、
平
時
は
大
阪
商
船
の
台
湾
航
路

（神
戸
～
基
隆
）
に
就
航
。
有
事
の
際
に
は
特
設
巡
洋

艦
に
変
身
し
、
六
イ
ン
チ
砲
二
門
な
ど
で
武
装
す
る

計
画
だ

っ
た
。
こ
の
船
の
平
時
と
戦
時
の
図
面
が
、

『日
本
近
世
造
船
史
付
図
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
両

方
を
見
比
べ
る
と
な
か
な
か
面
白
い
。

平
時
状
態
の
船
首
と
船
尾
に
は
、
六
イ
ン
チ
砲
の

砲
度
が
あ
ら
か
じ
め
設
け
て
あ
る
。
多
数
の
水
兵
を

収
容
す
る
た
め
、
メ
ー
ン
デ
ツ
キ
に
は
広
大
な
三
寺

客
室
が
配
置
さ
れ
、
二
等
喫
煙
室
は
戦
時
に
は
無
線

室
、　
一
等
と
二
年
の
ダ
イ
エ
ン
グ
サ
ロ
ン
は
士
官
と

社
士
官
の
食
生
に
な
る
予
定
だ

っ
た
。

い
ち
ば
ん
目
に
つ
く
の
は
、
ボ
イ
ラ
ー
室
と
機
関

室
の
ス
ペ
ー
ス
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
だ
。

ふ
つ
う
の
商
船
と
異
な
り
、
ボ
イ
ラ
ー
に
は
日
本

海
Ｆ
の
制
式
と
な
っ
て
い
た
宮
原
式
水
管
ボ
イ
ラ
ー

を
使
用
し
、
主
機
に
は
パ
ー
ソ
ン
ス
式
タ
ー
ビ
ン
の

国
産

一
号
機
が
装
備
さ
れ
た
。
三
軸
で
最
大
出
力
九

千
馬
力
。
最
高
速
力
二

一
　
四
ノ
ッ
ト
は
、
そ
れ
ま

で
の
日
本
の
商
船
で
は
最
も
速
か
っ
た
。
こ
の
記
録

は
、
関
釜
連
絡
船

「金
剛
九
」
ク
ラ
ス
が
登
場
す
る

ま
で
三
十
年
近
く
破
ら
れ
て
い
な
い
ｃ

盛
大
に
黒
煙
を
吐
く
美
形
船

「
さ
く
ら
丸
」
は
姿
も
美
し
い
。
ク
リ
ツ
パ
ー
船
首

の
軽
快
な
船
体
。
後
方
に
傾
斜
し
た
二
本
の
マ
ス
ト

と
煙
突
。
ま
る
で
ョ
ッ
ト
の
よ
う
だ

っ
た
。

一
九
〇
人

（明
治
四
十

一
）
年
の
秋
に
完
成
し
た

「さ
く
ら
丸
」
は
、
翌
年
二
月
か
ら
大
阪
商
船
の
台
湾

航
路
に
就
航
し
た
。
高
速
の
美
形
船
で
、
航
海
時
間

が
他
船
よ
り
短
い
の
だ
か
ら
人
気
が
出
て
当
然
な
の

だ
が
、
運
航
成
績
は
期
待
に
反
し
た
。
小
型
の
高
速

船
な
の
で
、
将
れ
が
ひ
ど
か
つ
た
の
だ
。

唯

一
評
判
に
な
っ
た
の
は
、
盛
大
に
黒
煙
を
吐
く

こ
と
だ
っ
た
。
「さ
く
ら
九
」
の
航
走
写
真
は
た
い
て

い
、
上
空
が
真

っ
黒
に
な
る
ほ
ど
黒
煙
を
あ
げ
て
い

る
。
史
書
に
は
、
新
造
当
時
か
ら
ボ
イ
ラ
ー
の
石
炭

燃
焼
が
不
完
全
で
、
火
炎
が
煙
路
ま
で
の
ぼ
り
、
盛

ん
に
黒
煙
を
吐
い
た
と
あ
る
。
現
代
の
環
境
意
識
か

ら
は
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。

わ
ず
か

一
年
で
、
「さ
く
ら
九
」
は
台
湾
航
路
か
ら

撤
退
し
た
。
代
わ
っ
て
就
航
し
た
の
は
、
皮
肉
な
こ

と
に
、
ロ
シ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
フ
リ
ー
ト
出
身

の
大
型
船

「笠
戸
九
」
だ
っ
た
。

鉄
道
院
の
関
釜
連
絡
船
と
な
る

フ
リ
ー
に
な
っ
た
こ
の
高
速
船
に
目
を
つ
け
た
の

は
、
下
関
と
釜
山
を
結
ぶ
関
釜
連
絡
航
路
の
旅
客
急

増
で
四
吉
人
苦
し
て
い
た
鉄
道
院
だ
っ
た
。

関
釜
航
路
は
こ
の
当
時
、
旅
客
定
貝
約
二
百
人
の

小
型
船

「壱
岐
丸
」
「対
馬
丸
」
な
ど
四
船
で
一
日
二

便
を
通
航
し
て
い
た
が
、　
一
九

一
〇

（明
治
四
十
二
）

年
の
幸
国
併
合
で
渡
航
客
が
散
増
し
、
翌
年
に
は
二

十
万
人
に
迫

っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
年
、
鉄
道
院
は

「さ
く
ら
九
」
の
ほ
か
、
「う
め
が
香
九
」
も
チ
ャ
ー

タ
ー
し
関
釜
航
路
に
投
入
し
た
。

結
果
は
失
敗
だ

っ
た
。
台
湾
航
略
当
時
と
同
じ
欠

陥
が
出
た
の
で
あ
る
。
「さ
く
ら
九
」
は

一
九

一
三

（大
正
三
）
年
に
市
国
海
事
協
会
に
返
却
。
「う
め
が

香
九
」
は
そ
の
前
年
、
荒
天
下
の
門
司
沖
に
停
泊
中
、

舷
窓
か
ら
海
水
が
混
入
し
て
た
没
し
た
。

「さ
く
ら
丸
」
は
そ
の
後
、
長
崎
に
係
船
と
な
っ
た

が
、
第

一
次
大
戦
中
に
再
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
、　
一
時

期
、
関
傘
航
路
に
一戻
っ
た
よ
う
だ
。
青
函
航
路
に
就

航
し
た
と
い
う
記
事
も
あ
る
。

一
九

一
七

（大
正
六
）
年
に
は
、
自
洋
商
船
に
身

売
り
し

「五
洋
丸
」
と
改
名
。
翌
年
、
横
浜
船
渠
で

貨
物
船
に
改
造
さ
れ
た
。
主
機
も
三
達
成
汽
機
に
換

装
さ
れ
、　
一
本
煙
突
に
な

っ
た
。
三
年
後
に
は
さ
ら

に
別
船
主
に
売
ら
れ
た
が
、　
一
九
二

一

（昭
和
六
）

年
に
海
難
で
失
わ
れ
た
。
「竜
頭
蛇
尾
」
を
絵
に
お
い

た
よ
う
な
二
十
余
年
の
生
産
だ
っ
た
。

山
田
　
迪
生


